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すこやかスマイル すすんで考え行動し きょう力し合う すすきっ子

ＯＮＣＥ ＩＮ Ａ ＬＩＦＥＴＩＭＥ 副校長 三村太郎

今年は9月から日本でラグビーワールドカップが行われます。各小学校にラグビーボールも寄贈していただ

き、その機運も高まってきています。大会のキャッチコピーは「4年に一度じゃない。一生に一度だ。」です。

昨年度もサッカーのワールドカップがあり、グループリーグの国について記載しましたが、今年も日本が入る

「プールＡ」の国について調べました。

国 ア イ ル ラ ン ド スコットランド ロシア連邦 サモア 日本

(Ireland ) (Scotland ) ( Russian Federation ) (Independent State of Samoa) (Japan)

国旗

首都 ダブリン エディンバラ モスクワ アピア 東京
人口 476 万人 525 万人 1 億 4,680 万人 20 万人 1 億 2000 万人

70,300 平方 km 78,772 平方 km 1,710 万平方 km 2,830 平方 km 378,000平方 km
面積 （北海道より一回り (北海道程度） （日本の 45 倍） （東京都の約 1.3 倍）

小さい程度）

初等教育が 8 年 3 歳から幼稚園に 初等・中等教育は 義務教育は 5 歳～ 初等教育 6 年間，中
間あり，日本の中 通う。子どもの送 6 歳から始まり， 13 歳 ま で あ る い 学校３年、 高 等 教
学・高校にあたる 迎は国で義務付け 多 く は 4 年 ・ 5 は初等学校修了ま 育、大学に続く。
中等教育が 6 年間 られている。小学 年・ 2 年の 11 年 でとされている。 すすき野小学校では
ある。初等教育と，校は、日本より 1 制をとる小中高一 飛び級・留年制が 「すこやかスマイル

学 校 の 中 等 教 育 の 前 期 年早く 5 歳から始 貫校。普通学校の あるため修了年限 すすんで行動し
仕組み （約 15 歳まで） まり 7 年間までで ほか，特定科目を と年齢が一致しな きょう力し合う

は 義 務 教 育 で あ 卒 業 す る 年 齢 は より深く教育する い。成績上位者は すすきっ子」
る。放課後には， 11 歳 。 親 、 も し ギムナジウムやリ 政府管轄の中等・ を学校教育目標とし
スポーツや音楽な く は 祖 父 母 な ど ツェイといった学 高等学校及びミッ て掲げ、今日も元気
どの趣味に没頭す が、朝は 9 時前に 校がある。近年ロ ション系有名校に に活動中！
ることが多く，特 学 校 へ 連 れ て い シアでは教育に対 入 学 が 許 可 さ れ
にホッケー，サッ き、夕方 15 時に する関心が高まっ る。教科書・文房
カー，バスケット は迎えに行くのが ており，子どもの 具は政府が負担す
ボールを練習する 日常。車で送迎す 創造性や自主性を るものの、学校施
生徒が多い。日本 る人も多いため、 伸ばすことを学校 設の改善など運営
とは違い塾に通う 学校の付近は送迎 に期待している。 は地域の住民組織
生徒は少ない。 ラッシュになる。 に任される。
アイルランド料理 様々な「メイド・ イ 伝統的にライ麦から 南太平洋のポリネ ユーラシア大陸の
の主食はジャガイ ン・スコットランド」 作られる黒パンが食 シアにある島国。 東側にある島国。
モとパン。ジャガ がある。NHK 連続テ べられている。広大 日付変更線の近く はっきりした四季

いろ イモは日本と異な レビ小説「マッサン」 な国土を有するロシ に位置しているた がありそれぞれの
いろ り主食。 に登場する「スコ ッ アには多数の民族が め、世界で日の出 季 節 で 特 徴 が あ

「フィッシュアン チウイスキー」 は， 暮らしていて多様な を１番早く見るこ る。
ドチップス」は、 その代表格。他にも， 食文化や地方料理が とができるエリア 標高最高点は富士
チップスに白身魚 卒業式な どで歌われ ある。代表的な家庭 としても知られて 山頂の3,7 7 6 m。本
のフリッターをセ る「蛍 の光」は，も 料理にはボルシチや いる。 州は世界で7番目に
ットにしたもの。 とも とはスコットラ カーシャ、カツレッ 大きな島である。

ンド民謡である。 トなどがある。

外務省ＨＰ：「KIDS外務省~地球に生きる君たちへ」を参照しました

大会中は応援のために各国の人々が日本を訪れます。日本を知ってもらう良い機会でもあ

りますし、わたしたちが世界中のさまざまな人々と関わり合える良い機会でもあります。児

童の皆さんにはこの大会を何かしらの良い機会にしてもらいたいと考えています。決勝戦は

横浜国際競技場です。桜のエンブレムを身にまとった日本代表を応援しましょう！

さらに来年は東京オリンピックがいよいよ開催されます。一生に一度（Ｏｎｃｅ ｉｎ

ｌｉｆｅ ｔｉｍｅ）の機会を大切にしていきましょう。




